
(57)【要約】

【課題】一枚の段ボールから折り上げられ、その一面に

家電製品等を挿嵌させるための段差状棚部を備える緩衝

体に、広範囲の緩衝強度を持たせるべく複数の大小ダボ

体を前後、左右、もしくは上下方向から合体した緩衝体

を提供することを目的とする。

【解決手段】天井部（６０）、側壁部（４０）、段差状

棚部（２０）および内壁部（１０）が、折り目を介して

連接した段ボール（１００）から略コの字状断面に折り

上がる様にした緩衝体（２００）であって、前記コの字

状断面は、天井部（６０）、前記側壁部（４０）および

段差状棚部（２０）から構成され、かつ、前記側壁部（

４０）は、角筒状に形成される前記段差状棚部（２０）

に対して直立し、前記天井部（６０）、前記側壁部（４

０）および前記内壁部（１０）から選択される少なくと

も一部位に複数の嵌合孔（Ｈ）を備えるとともに、前記

複数の嵌合孔（Ｈ）にダボ体（Ｐ）が嵌着されることを

特徴とする緩衝体である。

【選択図】図１９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
天 井 部 （ ６ ０ ） 、 側 壁 部 （ ４ ０ ） 、 段 差 状 棚 部 （ ２ ０ ） お よ び 内 壁 部 （ １ ０ ） が 、 折 り 目
を 介 し て 連 接 し た 段 ボ ー ル （ １ ０ ０ ） か ら 略 コ の 字 状 断 面 に 折 り 上 が る 様 に し た 緩 衝 体 （
２ ０ ０ ） で あ っ て 、
前 記 コ の 字 状 断 面 は 、 天 井 部 （ ６ ０ ） 、 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） お よ び 段 差 状 棚 部 （ ２ ０ ） か
ら 構 成 さ れ 、
か つ 、 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） は 、 角 筒 状 に 形 成 さ れ る 前 記 段 差 状 棚 部 （ ２ ０ ） に 対 し て 直 立
し 、
前 記 天 井 部 （ ６ ０ ） 、 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） お よ び 前 記 内 壁 部 （ １ ０ ） か ら 選 択 さ れ る 少 な
く と も 一 部 位 に 複 数 の 嵌 合 孔 （ Ｈ ） を 備 え る と と も に 、
前 記 複 数 の 嵌 合 孔 （ Ｈ ） に ダ ボ 体 （ Ｐ ） が 嵌 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緩 衝 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 天 井 部 （ ６ ０ ） 又 は 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） に ダ ボ 体 （ Ｐ ） が 嵌 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 緩 衝 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に 段 ボ ー ル 片 が 被 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 緩 衝 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 段 ボ ー ル 片 は フ ラ ッ プ （ １ ８ ） 又 は （ １ ９ ） で あ り 、
天 井 （ ６ １ ） に 嵌 着 さ れ る ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に 被 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ 記 載 の 緩 衝 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 段 ボ ー ル 片 は 内 壁 （ １ ３ ） で あ り 、
側 壁 （ ４ ３ ） に 嵌 着 さ れ る ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に 被 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ 記 載 の 緩 衝 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 段 ボ ー ル 片 は 内 壁 １ １ で あ り 、
側 壁 （ ４ ２ ） に 嵌 着 さ れ る ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に 被 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ 記 載 の 緩 衝 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 家 電 製 品 等 を 梱 包 す る 際 に 使 用 す る 緩 衝 材 に 関 す る 。 例 え ば 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ イ
ヤ ー や Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ や フ ァ ク シ ミ リ や オ ー デ ィ オ ・ ビ デ オ 等 の 衝 撃 に 敏 感 な 製 品 を 、 段 ボ
ー ル 箱 に 詰 め 込 む 際 に 使 用 す る 緩 衝 体 で あ っ て 、 段 ボ ー ル を 扁 平 に 折 畳 み 、 し か も 上 下 お
よ び 前 後 左 右 の 緩 衝 強 度 を 調 整 し た 状 態 で 顧 客 に 納 入 し 、 次 い で 、 梱 包 現 場 で 速 や か に 立
体 的 な 緩 衝 体 へ と 折 り 上 げ る よ う に し た 緩 衝 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
家 電 製 品 の 梱 包 に は 、 優 れ た 緩 衝 特 性 と 種 々 の 形 状 が 自 由 に 得 ら れ る と い う 理 由 か ら 発 泡
ス チ ロ ー ル 製 パ ッ キ ン が 従 来 か ら 多 用 さ れ て き た 。 と こ ろ が 、 近 年 、 塩 化 ビ ニ ー ル 等 の 樹
脂 類 と 一 緒 に 廃 棄 物 と し て 処 理 す る 際 に 、 ダ イ オ キ シ ン 発 生 等 の 問 題 が 生 じ た た め 、 そ の
使 用 が 困 難 に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 段 ボ ー ル 製 の 外 装 箱 の 積 圧 強 度 を 向 上 さ せ る 手 段 が と ら れ る 。 段 ボ ー ル の 材 質 を グ
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レ ー ド ア ッ プ し 、 厚 さ 、 も し く は 重 ね 枚 数 を ダ ブ ル に す る 等 の 対 策 が あ る が 、 組 立 て の 作
業 性 が 悪 化 し コ ス ト ア ッ プ に な る 。 そ こ で 、 早 く か ら こ の よ う な 動 向 を 察 知 し て 、 発 泡 ス
チ ロ ー ル 製 に 劣 ら な い 段 ボ ー ル 製 の 緩 衝 体 の 開 発 を 進 め て き た 。 そ れ も 、 製 品 を 保 護 す る
た め に 外 装 箱 の 中 に 装 着 す る 緩 衝 体 の 改 善 に 的 が し ぼ ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 様 な 問 題 に 対 処 す る た め に 、 段 ボ ー ル 製 の 緩 衝 体 の 望 ま し い 構 造 に つ い て 、 検 討 を 重
ね た 結 果 、 必 要 と さ れ る 緩 衝 強 度 の 範 囲 が 広 い も の に つ い て は 、 唯 一 枚 の 段 ボ ー ル か ら 一
挙 に 所 望 の 形 態 の 緩 衝 体 を 折 り 上 げ る 方 法 に こ だ わ る よ り も 、 各 種 形 状 の 緩 衝 部 品 を 緩 衝
体 の 本 体 に 合 体 さ せ る 方 法 を 採 用 し た 方 が 、 緩 衝 強 度 を 多 機 能 に 調 整 で き る こ と が 解 っ た
。 ま た 、 運 送 上 の 理 由 か ら 扁 平 に 畳 ん だ 状 態 で 納 入 し 、 梱 包 現 場 で 速 や か に 立 体 的 な 緩 衝
体 へ と 折 り 上 げ る こ と を 可 能 に し た 緩 衝 体 が 好 ま し い こ と が 解 っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て 、 一 枚 の 段 ボ ー ル か ら 折 り 上 げ ら れ 、 そ の 一 面 に 家 電 製 品 等
を 挿 嵌 さ せ る た め の 段 差 状 棚 部 を 備 え る 緩 衝 体 に 、 広 範 囲 の 緩 衝 強 度 を 持 た せ る べ く 複 数
の 大 小 ダ ボ 体 を 前 後 左 右 、 上 下 方 向 か ら 合 体 し た 緩 衝 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 者 等 は 、 例 え ば パ ル プ モ ー ル ド に よ っ て 製 作 さ れ た ダ
ボ 体 が 緩 衝 性 を 有 す る こ と に 着 目 し 、 ダ ボ 体 を 断 面 が 略 コ の 字 状 に 折 り 上 げ た 緩 衝 体 に 嵌
着 す る こ と へ と 発 展 さ せ た 。 試 作 し た 結 果 、 緩 衝 強 度 を 広 範 囲 に 調 整 で き る と い う 知 見 を
得 、 こ の こ と を 具 現 化 し た も の で 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 天 井 部 （ ６ ０ ） 、 側 壁 部 （ ４ ０ ）
、 段 差 状 棚 部 （ ２ ０ ） お よ び 内 壁 部 （ １ ０ ） が 、 折 り 目 を 介 し て 連 接 し た 段 ボ ー ル （ １ ０
０ ） か ら 略 コ の 字 状 断 面 に 折 り 上 が る 様 に し た 緩 衝 体 （ ２ ０ ０ ） で あ っ て 、 前 記 コ の 字 状
断 面 は 、 天 井 部 （ ６ ０ ） 、 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） お よ び 段 差 状 棚 部 （ ２ ０ ） か ら 構 成 さ れ 、
か つ 、 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） は 、 角 筒 状 に 形 成 さ れ る 前 記 段 差 状 棚 部 （ ２ ０ ） に 対 し て 直 立
し 、 前 記 天 井 部 （ ６ ０ ） 、 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） お よ び 前 記 内 壁 部 （ １ ０ ） か ら 選 択 さ れ る
少 な く と も 一 部 位 に 複 数 の 嵌 合 孔 （ Ｈ ） を 備 え る と と も に 、 前 記 複 数 の 嵌 合 孔 （ Ｈ ） に ダ
ボ 体 （ Ｐ ） が 嵌 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緩 衝 体 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 の 上 記 特 徴 に 加 え て 、 前 記 天 井 部 （ ６ ０ ） 又 は 前 記 側
壁 部 （ ４ ０ ） に ダ ボ 体 （ Ｐ ） が 嵌 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緩 衝 体 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 の 上 記 特 徴 に 加 え て 、 前 記 ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆
う よ う に 段 ボ ー ル 片 が 被 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緩 衝 体 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 の 上 記 特 徴 に 加 え て 、 前 記 段 ボ ー ル 片 は フ ラ ッ プ （ １
８ ） 又 は （ １ ９ ） で あ り 、 天 井 （ ６ １ ） に 嵌 着 さ れ る ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に
被 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緩 衝 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 の 上 記 特 徴 に 加 え て 、 前 記 段 ボ ー ル 片 は 内 壁 （ １ ３ ）
で あ り 、 側 壁 （ ４ ３ ） に 嵌 着 さ れ る ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に 被 装 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 緩 衝 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 の 上 記 特 徴 に 加 え て 、 前 記 段 ボ ー ル 片 は 内 壁 １ １ で あ
り 、 側 壁 （ ４ ２ ） に 嵌 着 さ れ る ダ ボ 体 （ Ｐ ） の 先 端 部 を 覆 う よ う に 被 装 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 緩 衝 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ こ で 、 本 明 細 書 で い う 「 ダ ボ 体 」 と は 、 例 え ば パ ル プ モ ー ル ド を 素 材 と し て 、 釣 鐘 状 に
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空 洞 に 薄 肉 成 形 し た も の で 、 大 き さ 、 数 に よ っ て 広 範 囲 の 緩 衝 強 度 を 持 た せ る こ と が で き
る 。 外 観 形 状 は 、 釣 鐘 状 の 他 に 円 錐 、 円 錐 台 、 三 角 、 も し く は 四 角 等 の 角 錐 台 状 で も よ い
。 ダ ボ 体 は 、 パ ル プ モ ー ル ド に 限 ら ず 、 樹 脂 、 ゴ ム 、 繊 維 等 の 素 材 が 使 用 さ れ る 。 以 上 の
よ う に 、 ダ ボ 体 Ｐ と し て 本 発 明 に 使 用 す る 大 中 小 ３ 種 類 の 他 に 各 種 形 状 、 大 き さ の も の を
採 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に 係 わ る 緩 衝 体 に よ れ ば 、 段 ボ ー ル 箱 に 詰 め 込 む 製 品 を 安 全 に 保 護 す る 機 能 を 有 す
る 。 緩 衝 体 を 設 計 す る 段 階 で ダ ボ 体 の 大 き さ や 数 を 決 定 す る こ と に よ っ て 、 必 要 な 緩 衝 強
度 を 有 す る 緩 衝 体 が 容 易 に 得 ら れ る 。 従 っ て 、 緩 衝 強 度 に 応 じ て そ の 都 度 段 ボ ー ル を 複 雑
な 形 状 に 折 り 上 げ る 必 要 が な い 。 ま た 、 扁 平 に 折 畳 ん だ 状 態 で 輸 送 す る の で 嵩 張 ら ず 輸 送
コ ス ト を 低 減 で き る と と も に 、 梱 包 現 場 で の 保 管 ス ペ ー ス の 削 減 等 に 寄 与 し 、 し か も 、 こ
れ を 速 や か に 立 体 的 な 緩 衝 体 へ と 折 り 上 げ る こ と が 可 能 で あ る 等 の 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 例 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 以 下 に 具 体 的 に 説
明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
先 ず 、 本 発 明 の 実 施 例 １ つ い て 、 図 １ ～ 図 ９ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 大 中 小 ３
種 類 の ダ ボ 体 の 外 観 図 で あ る 。 図 ２ は 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 展 開 図 で 、 段
ボ ー ル １ ０ ０ Ａ で あ る 。 図 ３ は 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル
１ ０ ０ ａ で あ る 。 図 ４ は 、 パ ッ ト ４ ０ ０ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル ３ ０ ０ Ｐ Ａ で あ る 。 図 ５ は
、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ を 折 り 上 げ た 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ａ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 、 更 に 折
上 げ 途 中 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ は 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 斜 視 図 で あ る 。 図
８ は 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込 ん だ 状 態 の
斜 視 図 で あ る 。 図 ９ は 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 外 装 箱 ５ ０ ０
に 組 込 み 、 更 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ を 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 左 右 一 組 の
緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込 み 、 更 に 他 の 態 様 の パ ッ ト ４
０ ０ Ｐ Ａ ２ を 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 外 装 箱 に 製 品 を 梱 包 し た 状 態 の 断
面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
大 中 小 ３ 種 類 の ダ ボ 体 Ｐ の 外 観 を 図 １ に 斜 視 図 と し て 示 す 。 こ れ ら は 釣 鐘 状 で 薄 肉 の 形 状
を し て い る 。 上 段 の 図 （ ａ ） は 大 き い ダ ボ 体 Ｐ １ 、 中 段 の 図 （ ｂ ） は 中 ダ ボ 体 Ｐ ２ 、 お よ
び 、 三 段 目 の 図 （ ｃ ） は 小 さ い ダ ボ 体 Ｐ ３ を 示 す 。 各 段 左 の 図 は ダ ボ 体 を 外 側 上 方 か ら 見
た も の で あ り 、 右 の 図 は ダ ボ 体 Ｐ を 底 側 か ら 見 た も の で 、 夫 々 凹 部 Ｐ Ｈ を 備 え る 。 外 装 箱
に 梱 包 す る 製 品 に 必 要 と さ れ る 緩 衝 力 に 応 じ て 、 好 ま し い ダ ボ 体 Ｐ の 形 状 、 数 を 選 択 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ に は 、
所 定 の 箇 所 に 折 り 目 を 設 け て あ る の で 、 そ れ ら に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う
に 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ は 、 左 右 方 向 の 折 り 目 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚
部 ２ ０ 、 側 壁 部 ４ ０ お よ び 天 井 部 ６ ０ に 大 き く ４ 分 割 さ れ る 。 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ の 上 下 お
よ び 左 右 の 方 向 に つ い て は 、 以 上 の 通 り と し 、 他 の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。 ま た 、
図 の 輪 郭 内 の 点 線 は 折 り 目 を 示 し 、 実 線 は 切 れ 目 を 示 し 、 他 の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ
る 。 上 下 方 向 に ４ 分 割 さ れ る よ う に 、 上 方 に 折 り 目 Ａ を 左 右 方 向 に 備 え 、 こ れ と 平 行 に 下
方 に 折 り 目 Ｂ 、 そ し て 、 更 に 下 方 に 折 り 目 Ｃ を 備 え る 。 そ し て 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ は 更 に 、
上 下 に 上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２ ３ に ３ 分 割 さ れ る よ う に 、 折 り 目 Ｆ 、 Ｇ が 左 右 方 向 に
設 け ら れ 、 更 に 折 り 目 Ｆ 、 Ｇ の 間 に 折 り 目 Ｊ が 左 右 方 向 に 、 こ の 両 端 が Ｖ 字 状 に 折 り 目 が
設 け ら れ る 。 こ の 折 り 目 Ｊ は 緩 衝 体 へ と 折 り 上 げ た 時 、 側 棚 ２ ２ の 座 屈 を 促 進 し 、 側 棚 ２
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２ に 対 す る 衝 撃 を 緩 和 す る た め に 設 け ら れ る 。 側 棚 ２ ２ の 右 側 は 、 折 り 目 Ｋ を 介 し て 接 続
片 ２ ４ 、 折 り 目 Ｌ を 介 し て 接 続 片 ２ ５ が 連 続 す る 。 接 続 片 ２ ４ 、 ２ ５ の 上 下 に は 、 切 れ 目
ｒ 、 ｓ に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 を 有 す る 。 ま た 、 左 右 方 向 に 、 大 き く ３ 分 割 さ れ る よ う に 、
左 か ら 折 り 目 Ｄ を 上 下 方 向 に 備 え 、 こ れ に 平 行 に 左 方 に 折 り 目 Ｅ を 備 え る 。 そ し て 、 こ れ
ら の 折 り 目 を 介 し て 側 壁 ４ ２ の 左 に 側 壁 ４ １ 、 右 に 側 壁 ４ ３ を 備 え る 。 上 方 の 内 壁 部 １ ０
に お け る 右 方 の 折 り 目 Ｅ の 下 方 は 、 切 れ 目 ｓ 、 折 り 目 Ｅ 、 切 れ 目 ｓ と 連 続 し 、 こ れ ら を 介
し て 右 側 に 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ を 備 え る 。 そ し て 、 側 棚 ２ ７ に は 、 上 下 中 央 に
折 り 目 Ｊ ‘ を 備 え 、 こ の 両 端 が 開 く よ う に Ｖ 字 状 に 折 り 目 が 設 け ら れ 、 前 記 の 折 り 目 Ｊ の
場 合 と 同 じ 理 由 で あ る 。 ま た 、 上 方 の 内 壁 部 １ ０ は 内 側 壁 １ １ か ら な り 、 下 方 の 天 井 部 ６
０ は 天 井 ６ １ か ら な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ は 以 上 の 構 成 で あ っ て 、 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ を 嵌 め 込 む た め の 嵌 合 孔 を 備 え
る 。 こ の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ か ら 折 り 上 げ ら れ た 緩 衝 体 に 、 大 き さ 、 数 を 使 い 分 け て ダ ボ 体
を 嵌 め 込 む 。 必 要 と さ れ る 緩 衝 強 度 に 応 じ て 、 一 つ の 緩 衝 体 に 一 種 類 の ダ ボ 体 を 使 用 す る
場 合 も あ れ ば 、 各 種 形 状 、 大 き さ の も の を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と で も 良 い 。 他 の 実 施
例 に つ い て も 同 様 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 内 壁 １ １ に 中 ダ ボ 体 Ｐ ２ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ ２ を ４ 個
、 側 壁 ４ ５ に 嵌 合 孔 Ｈ ２ を ２ 個 備 え る 。 側 壁 ４ １ に は 、 大 き い ダ ボ 体 Ｐ １ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ １
を １ 個 、 側 壁 ４ ２ に 嵌 合 孔 Ｈ ２ を ４ 個 お よ び 側 壁 ４ ３ に 嵌 合 孔 Ｈ ２ を ２ 個 備 え る 。 ま た 、
天 井 ６ １ に 嵌 合 孔 Ｈ ２ を ２ 個 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １ ０ ０ ａ は 、 段
ボ ー ル １ ０ ０ Ａ と 左 右 対 称 で あ る 。 同 様 に 、 上 下 方 向 に 大 き く ４ 分 割 さ れ 、 ま た 、 左 右 方
向 に 大 き く ３ 分 割 さ れ る 。 各 所 に 大 中 小 の ダ ボ 体 Ｐ を 嵌 め 込 む た め の 嵌 合 孔 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
左 右 一 組 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ 、 ａ お よ び ダ ボ 体 Ｐ は 、 以 上 の よ う な 構 成 で あ り 、 以 下 に 緩
衝 体 へ 折 り 上 げ る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
先 ず 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 展 開 図 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ を 、 折 り 目 Ｇ と こ れ
に 連 続 す る 折 り 目 Ｎ の 部 位 か ら 、 こ れ ら よ り 上 方 の 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ の 一 部 お
よ び 側 壁 ４ ５ を 一 体 と し て 手 前 側 へ 折 り 曲 げ 、 被 せ る 。 次 い で 、 内 壁 １ １ お よ び 側 壁 ４ ５
を 一 体 と し て 、 側 壁 ４ ２ お よ び 側 壁 ４ ３ の 上 に ダ ボ 体 に よ っ て 嵌 着 さ せ 、 も し く は 糊 付 け
、 上 下 に ロ ッ ク 、 係 止 等 の 手 段 を 施 し て 重 着 す る 。 こ の 時 、 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ２ が 自 動 的 に
重 な り 位 置 合 わ せ が で き る 。 そ し て 、 嵌 合 孔 Ｈ １ へ ダ ボ 体 Ｐ １ お よ び 重 な っ た 複 数 の 嵌 合
孔 Ｈ ２ の 夫 々 へ ダ ボ 体 Ｐ ２ を 嵌 着 す る 。 こ の よ う に 折 り 曲 げ て 全 体 が 扁 平 な 中 間 折 畳 み 体
１ ０ ５ Ａ を 、 図 ５ に 斜 視 図 と し て 示 す 。 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ａ に は 緩 衝 体 を 設 計 段 階 で 決
め ら れ た 数 の ダ ボ 体 が 嵌 着 さ れ て お り 、 こ の 状 態 で 製 品 ６ ０ ０ を 顧 客 へ 輸 送 す る 。 他 の 実
施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。 図 示 し た よ う に 、 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ａ は 全 体 が 略 矩 形 状 で
扁 平 な の で 、 嵩 張 ら ず に 輸 送 す る こ と が で き る 。 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ａ を 上 下 に 重 ね る に
際 し て は 、 例 え ば 、 ダ ボ 体 Ｐ １ の 表 側 が 釣 鐘 状 で 、 裏 側 は 凹 部 Ｐ Ｈ を 有 す る の で 重 ね る と
上 下 の ダ ボ 体 Ｐ １ 同 士 、 あ る い は Ｐ ２ 同 士 が 嵌 合 し て 重 な る 。 複 数 の 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５
Ａ が 段 積 み に さ れ 、 嵩 張 ら な い 状 態 で 輸 送 す る の で 輸 送 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る
。 ま た 、 製 品 を 梱 包 す る 現 場 で も 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ａ と し て 一 時 保 管 す る た め に 狭 い ス
ペ ー ス で 済 む 。 他 の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 折 畳 ん だ １ ０ ５ Ａ に お い て 折 り 目 Ｂ 、 Ｇ 、 Ｆ 、 Ａ を 介 し て 手 前 側 に 折 り 曲 げ る と 、
上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ お よ び 底 棚 ２ ３ が 一 体 と な っ て 、 内 壁 １ １ に 対 し 直 角 に な る ま で 角 筒
状 に 立 ち 上 が る 。 同 時 に 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ お よ び 底 棚 ２ ８ が 一 体 と な っ て 、 側
壁 ４ ５ に 対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち 上 が る 。 次 い で 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、
底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 を 図 の 左 側 へ 折 り 曲 げ る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 接
続 片 ２ ４ 、 ２ ５ が 折 り 目 Ｋ 、 Ｅ お よ び 中 の 折 り 目 Ｌ を 介 し て 、 く の 字 状 に 内 側 へ 折 れ 曲 が

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-261646 A 2007.10.11



る 。 更 に 、 曲 げ 続 け る と 上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２ ３ お よ び 側 壁 ４ ２ か ら な る 角 筒 体 に
対 し て 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 が 直 立 す る
。 図 ７ に 示 す よ う に 、 全 体 が 略 Ｌ 字 状 で こ れ に 天 井 部 を 加 え た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ が 形 成 さ れ
る 。 こ こ で 、 Ｌ 字 状 の 角 筒 体 を 段 差 状 棚 部 ２ ０ と 称 し 、 こ の 段 差 状 棚 部 ２ ０ の 上 棚 ２ １ お
よ び 上 棚 ２ ６ に 対 し て 直 立 す る 壁 を 側 壁 部 ４ ０ お よ び こ の 側 壁 部 ４ ０ に 対 し て 直 立 し 、 上
棚 ２ １ お よ び 上 棚 ２ ６ に 平 行 な 面 を 天 井 部 ６ ０ と 称 す る 。 他 の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ
る 。 全 体 的 に 、 天 井 部 ６ ０ 、 前 記 側 壁 部 ４ ０ お よ び 段 差 状 棚 部 ２ ０ に よ っ て コ の 字 状 断 面
が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 天 井 部 ６ ０ 、 側 壁 部 ４ ０ の 各 所 に 、 ダ ボ 体
Ｐ １ お よ び 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ２ が 嵌 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
同 様 に し て 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ の 展 開 図 で あ る 段 ボ ー ル １ ０ ０ ａ を 折 上 げ
る こ と に よ っ て 、 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ と 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を セ ッ ト に し て 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 へ 組 込 ん だ 状
態 を 図 ８ に 示 す 。 図 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 で 左 右 に 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２
０ ０ ａ が 組 込 ま れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の 緩 衝 体 の 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ １ お よ び 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ
２ を 嵌 着 す る 。 外 装 箱 中 に 両 緩 衝 体 が 位 置 す る 方 向 を 左 右 方 向 と し 、 こ れ と 直 角 方 向 を 前
後 方 向 と 称 し 、 外 装 箱 の 天 地 を 上 下 方 向 と 称 し 、 以 下 の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ の 他 に 、 段 ボ ー ル 片 の 両 端 を コ
の 状 に 折 っ た パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ を 組 込 ん だ 状 態 を 図 ９ に 示 す 。 梱 包 す る 際 、 後 述 す る 製 品
６ ０ ０ の 背 面 を パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ 側 に 向 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ の 他 に 、 異 な る 形 状 の パ
ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ ２ を 組 込 ん だ 状 態 を 図 １ ０ に 示 す 。 こ の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ ２ は 、 図 ４ に 示
す パ ッ ト 段 ボ ー ル ３ ０ ０ Ｐ Ａ ２ を 略 コ の 字 状 に 折 っ た も の で あ る 。 梱 包 す る 際 、 後 述 す る
製 品 ６ ０ ０ の 背 面 を パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ ２ 側 に 向 け る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 緩 衝 体 を 左 右 に 組 込 み 、 こ れ ら の 緩 衝 体 の 棚 部 へ 製 品
を 挿 嵌 す る 。 こ れ ら の 状 態 を 図 １ ０ に 示 す Ｘ － Ｘ 断 面 と し て 、 図 １ １ に 示 す 。 次 に 、 緩 衝
体 お よ び ダ ボ 体 に よ る 緩 衝 作 用 に つ い て こ の 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 の 左 右 端 に 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 組 込 み 、 こ の 間 に 製
品 ６ ０ ０ の 両 端 を 装 着 す る 。 左 側 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 下 方 は 、 上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚
２ ３ お よ び 側 壁 ４ ２ か ら な る 角 筒 体 が 形 成 さ れ る 。 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 左 方 は 、 重 な り 合 っ
た 側 壁 ４ ２ と 内 壁 １ １ に 嵌 着 さ れ た ダ ボ 体 Ｐ ２ の 先 端 部 で あ る 凸 部 Ｐ Ｃ が 製 品 ６ ０ ０ 側 に
向 き 、 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 上 方 は 、 天 井 ６ １ に 嵌 着 さ れ た ダ ボ 体 Ｐ １ の 凸 部 Ｐ Ｃ が 製 品 ６ ０
０ 側 に 向 く 。 右 側 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ に つ い て も 同 様 で あ る 。 図 １ １ の 様 に 、 左 右 の 上 棚 ２
１ 、 ２ １ に 製 品 ６ ０ ０ を 掛 架 す る と 、 製 品 ６ ０ ０ は 上 方 か ら ダ ボ 体 Ｐ ２ に よ っ て 護 ら れ 、
左 右 も ダ ボ 体 Ｐ ２ に よ っ て 護 ら れ る 。 直 角 に 形 成 さ れ る 左 右 の 角 筒 体 に 製 品 ６ ０ ０ が 載 置
さ れ る の で 、 製 品 ６ ０ ０ の 重 量 を 支 承 す る に 足 る 充 分 な 強 度 を 有 す る 。 ま た 、 こ の 角 筒 体
は 空 洞 を 有 す る の で 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 下 方 か ら の 衝 撃 に 対 し て 製 品 ６ ０ ０ を 保 護 す る 本 来
の 作 用 を 有 す る 。 ま た 、 外 装 箱 ５ ０ ０ 内 の 左 右 方 向 は 、 側 壁 ４ １ に 嵌 着 さ れ た ダ ボ 体 Ｐ ２
の 凸 部 Ｐ Ｃ が 製 品 ６ ０ ０ 側 を 向 い て い る の で 、 左 右 方 向 か ら の 衝 撃 に 対 し て 製 品 ６ ０ ０ を
保 護 す る 本 来 の 作 用 を 有 す る 。 前 後 方 向 は 断 面 図 に 示 さ な い が 、 ダ ボ 体 Ｐ １ お よ び ダ ボ 体
Ｐ ２ が 前 後 方 向 か ら の 衝 撃 に 対 し て 製 品 ６ ０ ０ を 保 護 す る 本 来 の 作 用 を 有 す る 。 こ の よ う
に 、 ダ ボ 体 の 形 状 、 数 を 選 択 す る こ と に よ り 、 多 機 能 の 緩 衝 体 を 得 る こ と が で き 設 計 が 容
易 に な る 。 従 っ て 、 製 品 ６ ０ ０ 対 す る 広 範 囲 の 衝 撃 力 に 対 応 す る た め に 、 予 め 、 基 本 形 状
が こ と な る 各 種 形 状 の 緩 衝 体 を 準 備 し て お く 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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以 上 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に は 左 右 の 緩 衝 体 の 本 体 に 各 種 形 状 の パ ッ ト を 組 込 む 使
い 方 を す る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ が 、 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ と 緩 衝
体 ２ ０ ０ ａ の 間 で 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 壁 に 凹 み を 向 け て 組 込 ま れ る 。 こ の 場 合 、 製 品 ６ ０
０ は 、 コ の 字 状 の ４ ０ ０ パ ッ ト Ｐ Ａ 側 に 製 品 の 背 面 を 向 け て 左 右 の 緩 衝 体 に 挿 嵌 さ れ 、 他
の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。 こ の ４ ０ ０ パ ッ ト Ｐ Ａ の 凹 み と 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 壁 と
の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ る の で 、 こ の 箇 所 に 製 品 ６ ０ ０ に 関 す る Ｃ Ｄ 盤 、 取 り 扱 い 説 明 書 、
ア ダ プ タ ー 、 ケ ー ブ ル 、 接 続 コ ー ド 等 の 付 属 品 を 製 品 ６ ０ ０ と は 区 分 け し て 詰 め 込 む こ と
が で き る 。 他 の 形 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ ２ を 組 込 ん だ 状 態 を 図 １ ０ に 示 す 。 同 様 に 、 製 品
６ ０ ０ は 、 コ の 字 状 の ４ ０ ０ パ ッ ト Ｐ Ａ ２ 側 に 製 品 の 背 面 を 向 け て 左 右 の 緩 衝 体 に 挿 嵌 さ
れ る 。 こ の 場 合 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 面 と ４ ０ ０ パ ッ ト Ｐ Ａ ２ 間 の 凹 み 空 間 に 製 品 ６ ０ ０
の 付 属 品 を 詰 め 込 む 。 こ の 場 合 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ ２ の 側 壁 ８ １ が ダ ボ 体 Ｐ １ の 凸 部 Ｐ Ｃ
を 覆 い 、 製 品 ６ ０ ０ に 対 し て ダ ボ 体 Ｐ １ が 接 触 し な い の で 、 ダ ボ 体 Ｐ １ に よ っ て 製 品 ６ ０
０ の 面 が 擦 れ に よ っ て 傷 付 く こ と が 無 い 。 ダ ボ 体 Ｐ １ が 外 部 か ら の 衝 撃 に 対 し て 製 品 ６ ０
０ を 保 護 す る 本 来 の 機 能 を 有 す る の は 勿 論 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ つ い て 、 図 １ ２ ～ 図 １ ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ２ は 、 左
右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ で あ る 。 図 １ ３ は 、 左 右 一
組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｂ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｂ で あ る 。 図 １ ４ は 、 段 ボ ー ル １
０ ０ Ｂ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の
斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 例 の 実 施 例 １ と の 主 た る 相 違 点 は 、 緩 衝 体 の 前 後 両 側 壁 に ダ ボ 体 Ｐ を 被 装 す る た め
の 段 ボ ー ル 片 を 設 け る と こ ろ に あ る 。 以 下 、 実 施 例 １ と 相 違 す る 箇 所 に つ い て 主 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 展 開 図 で あ る 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ に は 、 所 定 の 箇 所 に 折
り 目 を 設 け て あ る の で 、 そ れ ら に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル
１ ０ ０ Ｂ は 、 左 右 方 向 の 折 り 目 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ 、 側 壁
部 ４ ０ お よ び 天 井 部 ６ ０ に 大 き く ４ 分 割 さ れ る 。 段 差 状 棚 部 ２ ０ に お い て 、 側 棚 ２ ２ の 中
央 部 に 切 れ 目 ｑ 、 ｑ を 備 え 、 こ の 両 側 に 折 り 目 Ｋ を 介 し て 接 続 片 ２ ４ 、 折 り 目 Ｌ を 介 し て
接 続 片 ２ ５ が 連 続 す る よ う に 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 切 れ 目 ｑ 、 ｑ は 緩 衝 体 へ と 折 り 上 げ た
時 、 側 棚 ２ ２ の 座 屈 を 促 進 し て 、 側 棚 ２ ２ に 対 す る 衝 撃 を 緩 和 す る た め に 設 け ら れ る 。 左
右 方 向 に は 、 大 き く ３ 分 割 さ れ 、 内 壁 １ １ の 左 側 に 側 壁 ４ ４ を 、 右 側 に 側 壁 ４ ５ を 備 え る
。 上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２ ３ の 左 側 に 上 棚 ２ ９ 、 側 棚 ３ ０ 、 底 棚 ３ １ を 備 え 、 右 側 に
上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ を 備 え る 。 ま た 、 天 井 ６ １ の 左 側 に 側 壁 ４ ６ 、 ４ ７ を 備 え
、 右 側 に 側 壁 ４ ８ 、 ４ ９ を 備 え る 。 下 方 の 側 壁 ４ ７ 、 ４ ９ の 先 端 に は 、 係 止 片 ５ １ 、 ５ ２
を 備 え 、 こ れ ら に 対 応 し て 上 棚 ２ ９ に 係 止 溝 ３ ２ 、 上 棚 ２ ６ に 係 止 溝 ３ ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ は 以 上 の 構 成 で あ っ て 、 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ を 嵌 着 す る 嵌 合 孔 を 備 え る 。 こ
こ で は 、 夫 々 側 壁 ４ １ 、 ４ ４ に 大 ダ ボ 体 Ｐ １ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ １ を 各 １ 個 備 え る 。 他 に 各 所 に
中 ダ ボ 体 Ｐ ２ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
左 右 一 組 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ 、 ｂ は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ 、 以 下 に 緩 衝 体 へ と 折 り 上 げ る
手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
先 ず 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 展 開 図 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ を 、 折 り 目 Ｇ と こ れ
に 連 続 す る 左 右 の 折 り 目 Ｇ 、 Ｎ の 部 位 か ら 、 こ れ ら よ り 上 方 の 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２
０ の 一 部 お よ び 側 壁 ４ ５ を 一 体 と し て 手 前 側 へ 折 り 曲 げ 、 被 せ る 。 次 い で 、 内 壁 １ １ と 左
右 の 側 壁 ４ ４ 、 ４ ５ を 一 体 と し て 、 側 壁 ４ ２ と 左 右 の 側 壁 ４ １ 、 ４ ３ の 上 に ダ ボ 体 に よ っ
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て 嵌 着 さ せ 、 も し く は 糊 付 け 、 上 下 に ロ ッ ク 、 係 止 等 の 手 段 を 施 し て 重 着 す る 。 こ の 時 、
こ れ ら に 備 え る 嵌 合 孔 Ｈ １ お よ び 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ２ が 自 動 的 に 重 な り 位 置 合 わ せ で き る 。
そ し て 、 重 な っ た 嵌 合 孔 Ｈ １ お よ び 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ２ の 夫 々 へ 、 ダ ボ 体 Ｐ １ お よ び 複 数 の
ダ ボ 体 Ｐ ２ を 嵌 着 す る 。 こ の よ う に し て 折 り 曲 げ て 全 体 が 扁 平 に 重 な っ た 中 間 折 畳 み 体 １
０ ５ Ｂ を 図 １ ４ に 斜 視 図 と し て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 重 な っ た 状 態 で 全 体 を 折 り 目 Ｂ 、 Ｇ 、 Ｆ 、 Ａ を 介 し て 手 前 側 に 折 り 曲 げ る と 、 上 棚
２ １ 、 側 棚 ２ ２ お よ び 底 棚 ２ ３ が 一 体 と な っ て 、 内 壁 １ １ と 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち
上 が る 。 同 時 に 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ お よ び 底 棚 ２ ８ が 一 体 と な っ て 、 側 壁 ４ ５ に
対 し 直 角 に な る ま で 立 ち 上 が り 、 左 側 の 上 棚 ２ ９ 、 側 棚 ３ ０ お よ び 底 棚 ３ １ が 一 体 と な っ
て 、 側 壁 ４ ４ に 対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち 上 が る 。 次 い で 、 右 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２
７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 を 図 の 左 側 へ 折 り 曲 げ る 。 同 時 に 、 左 の 上 棚
２ ９ 、 側 棚 ３ ０ 底 棚 ３ １ お よ び 側 壁 ４ １ か ら な る 角 筒 体 を 右 側 へ 折 り 曲 げ る と 、 左 右 の 接
続 片 ２ ４ 、 ２ ５ が 折 り 目 Ｋ 、 Ｅ お よ び 中 の 折 り 目 Ｌ を 介 し て 、 く の 字 状 に 内 側 へ 折 れ 曲 が
る 。 更 に 、 曲 げ 続 け る と 左 右 の 角 筒 体 が 直 立 し 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 全 体 が 略 コ の 字 状
で こ れ に 天 井 部 を 加 え た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ が 形 成 さ れ 、 中 央 の 上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２
３ お よ び 側 壁 ４ ２ か ら な る 角 筒 体 に 対 し て 、 左 右 の 角 筒 体 が 直 立 し た 形 状 に な る 。 そ し て
、 側 壁 ４ ９ の 先 端 に 備 え る 係 止 片 ５ ２ を 上 棚 ２ ６ に 備 え る 係 止 溝 ３ ３ に 係 止 す る こ と に よ
っ て 、 ３ 個 の ダ ボ 体 Ｐ ２ が 段 ボ ー ル 片 の 側 壁 ４ ９ に よ っ て 被 装 さ れ る 。 同 様 に 、 反 対 側 の
側 壁 ４ ７ の 先 端 に 備 え る 係 止 片 ５ １ を 上 棚 ２ ９ に 備 え る 係 止 溝 ３ ２ に 係 止 す る こ と に よ っ
て 、 ダ ボ 体 Ｐ １ が 段 ボ ー ル 片 の 側 壁 ４ ７ に よ っ て 被 装 さ れ る 。 こ こ で 、 側 壁 の 先 端 を 上 棚
に 係 止 す る こ と の 他 に 、 当 接 し 、 も し く は 上 棚 に 非 接 触 状 態 に す る こ と で も よ い 。 即 ち 、
ダ ボ 体 の 先 端 凸 部 Ｐ Ｃ に 段 ボ ー ル 片 の 側 壁 が 被 装 さ れ る 形 態 に な れ ば よ い 。 そ の 他 に 、 実
施 例 １ と 同 様 に 、 こ の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ １ お よ び 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ２ が 嵌 着
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
同 様 に し て 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｂ の 展 開 図 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｂ を 折 上 げ る こ
と に よ っ て 、 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 緩 衝 体 を 左 右 に 組 込 み 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 こ れ ら の
緩 衝 体 の 棚 部 へ 製 品 を 挿 嵌 す る 。 次 に 、 緩 衝 体 お よ び ダ ボ 体 に よ る 緩 衝 作 用 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ダ ボ 体 Ｐ に よ る 上 下 左 右 方 向 の 緩 衝 作 用 に つ い て は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 前 後 方 向 に
つ い て は 、 側 壁 ４ ４ の ダ ボ 体 Ｐ １ が 段 ボ ー ル 片 の 側 壁 ４ ７ に よ っ て 被 装 さ れ て い る の で 、
製 品 ６ ０ ０ に ダ ボ 体 Ｐ １ の 凸 部 Ｐ Ｃ が 接 触 せ ず 、 製 品 ６ ０ ０ が 擦 れ る こ と が 無 い 。 反 対 側
の 側 壁 ４ ４ に お け る 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ２ は 段 ボ ー ル 片 の 側 壁 ４ ９ に よ っ て 凸 部 Ｐ Ｃ が 被 装 さ
れ て い る の で 、 製 品 ６ ０ ０ に ダ ボ 体 Ｐ １ の 凸 部 Ｐ Ｃ が 接 触 せ ず 、 製 品 ６ ０ ０ が 擦 れ る こ と
が 無 い 。 一 方 、 側 壁 ４ ７ は 係 止 片 ５ １ に よ っ て 支 持 さ れ 、 側 壁 ４ ９ は 係 止 片 ５ ２ に よ っ て
支 持 さ れ て い る の で 、 こ れ ら の 支 持 さ れ て い る 分 、 製 品 ６ ０ ０ に 対 す る 前 後 方 向 の 緩 衝 力
が 大 き く な る 。 同 時 に 、 係 止 片 ５ １ 、 ５ ２ に よ っ て 止 め ら れ る の で 、 側 壁 ４ ７ 、 ４ ９ が 外
れ 難 い 効 果 を 奏 し 、 確 実 に ダ ボ 体 Ｐ １ の 凸 部 Ｐ Ｃ が 接 触 す る こ と を 防 ぐ 。 本 実 施 例 の よ う
に 、 製 品 ６ ０ ０ の 表 面 が 傷 つ き 易 い 場 合 は 、 ダ ボ 体 Ｐ の 凸 部 Ｐ Ｃ に 段 ボ ー ル 片 を 被 装 さ せ
る こ と に よ っ て 、 製 品 ６ ０ ０ が 擦 れ な い よ う に す る こ と が で き る 。 製 品 ６ ０ ０ の 表 面 状 態
に よ っ て 、 ダ ボ 体 Ｐ に 段 ボ ー ル 片 を 被 装 す る か ど う か を 決 め れ ば よ い 。 他 の 実 施 例 に つ い
て も 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ つ い て 、 図 １ ６ ～ 図 ２ ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ６ は 、 左
右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ で あ る 。 図 １ ７ は 、 左 右 一
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組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｃ で あ る 。 図 １ ８ は 、 段 ボ ー ル １
０ ０ Ｃ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ９ は 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ の
斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ０ は 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｃ の 展 開 図 で 、 パ ッ ト の 段 ボ ー ル ３ ０ ０ Ｃ で あ る
。 図 ２ １ は 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｃ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ２ は 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ お よ
び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込 み 、 更 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｃ を 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図
で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 例 の 実 施 例 １ と の 主 た る 相 違 点 は 、 天 井 部 の ダ ボ 体 を 被 装 す る た め の フ ラ ッ プ を 設
け る と と も に 、 側 壁 部 に ダ ボ 体 を 被 装 す る た め の 内 壁 を 設 け る と こ ろ に あ る 。 以 下 、 実 施
例 １ と 相 違 す る 箇 所 に つ い て 主 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ の 展 開 図 で あ る 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ に は 、 所 定 の 箇 所 に 折
り 目 を 設 け て あ る の で 、 そ れ ら に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル
１ ０ ０ Ｃ は 、 左 右 方 向 の 折 り 目 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ 、 側 壁
部 ４ ０ お よ び 天 井 部 ６ ０ に 大 き く ４ 分 割 さ れ る 。 内 壁 部 １ ０ に お い て 、 左 右 方 向 の 折 り 目
Ｑ 、 Ｒ を 介 し て 上 か ら 内 壁 １ １ 、 １ ４ 、 １ ５ を 備 え 、 内 壁 １ ４ 、 １ ５ の 中 央 部 は 左 右 の 切
れ 目 ｖ 、 ｖ と 下 の 切 れ 目 ｗ を 備 え る 。 内 壁 １ １ の 右 側 は 折 り 目 Ｊ 、 Ｐ を 介 し て 内 壁 １ ２ 、
１ ２ を 備 え 、 こ れ ら の 左 側 に 内 壁 １ ３ を 備 え る 。 内 壁 １ ２ 、 １ ２ の 下 側 は 切 れ 目 ｔ 、 ｔ 、
ｕ 、 ｕ に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 を 有 す る 。 内 壁 １ ４ 、 １ ５ の 右 側 は 、 切 れ 目 ｕ 、 折 り 目 Ｓ を
介 し て 内 壁 １ ６ 、 １ ７ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ は 以 上 の 構 成 で あ っ て 、 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ を 嵌 め 込 む 嵌 合 孔 を 備 え 、 こ こ
で は 、 小 さ い ダ ボ 体 Ｐ ３ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ を 各 所 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
左 右 一 組 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ 、 ｃ お よ び ダ ボ 体 Ｐ は 以 上 の 構 成 で あ り 、 以 下 に 緩 衝 体 へ と
折 り 上 げ る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ を 、 折
り 目 Ｇ と こ れ に 連 続 す る 折 り 目 Ｎ の 部 位 か ら 、 こ れ ら よ り 上 方 の 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部
２ ０ の 一 部 を 一 体 と し て 手 前 側 に 折 り 曲 げ 、 被 せ る 。 次 い で 、 内 壁 １ ５ と 側 壁 １ ７ を 一 体
と し て 、 側 壁 ４ ２ と 側 壁 ４ ３ の 上 に ダ ボ 体 に よ っ て 嵌 着 さ せ 、 も し く は 糊 付 け 、 上 下 に ロ
ッ ク 、 係 止 等 の 手 段 を 施 し て 重 着 す る 。 こ の 時 、 こ れ ら に 備 え る 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ が 自 動
的 に 重 な り 位 置 合 わ せ で き る 。 そ し て 、 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ の 夫 々 へ 、 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ３ を
嵌 着 す る 。 こ の よ う に し て 折 り 曲 げ て 全 体 が 扁 平 に な っ た 状 態 を 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ｃ と
し て 図 １ ８ に 示 す 。 こ こ で 、 上 か ら 内 壁 １ １ が 段 ボ ー ル 片 の フ ラ ッ プ １ ８ に 重 な り 、 更 に
天 井 ６ １ に 重 な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
次 に 、 重 ね た 状 態 で 全 体 を 折 り 目 Ｂ 、 Ｇ 、 Ｆ 、 Ａ を 介 し て 手 前 に 折 り 曲 げ る と 、 上 棚 ２ １
、 側 棚 ２ ２ お よ び 底 棚 ２ ３ が 一 体 と な っ て 、 内 壁 １ ５ に 対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち
上 が る 。 同 時 に 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ お よ び 底 棚 ２ ８ が 一 体 と な っ て 、 側 壁 １ ７ に
対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち 上 が る 。 次 い で 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８
お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 を 図 の 左 側 へ 折 り 曲 げ る と 、 接 続 片 ２ ４ 、 ２ ５ が 折 り 目 Ｋ
、 Ｅ お よ び 中 の 折 り 目 Ｌ を 介 し て 、 く の 字 状 に 内 側 へ 折 れ 曲 が る 。 更 に 、 曲 げ 続 け る と 右
側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 が 直 立 し 、 図 １ ９ に 示
す よ う に 、 全 体 が 略 Ｌ 字 状 で こ れ に 天 井 部 を 加 え た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ が 形 成 さ れ 、 左 側 の 上
棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 底 棚 ２ ３ お よ び 側 壁 ４ ２ か ら な る 角 筒 体 に 対 し て 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側
棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 が Ｌ 字 状 に 直 立 す る 。 こ こ で 、 段 ボ ー ル
片 の 内 壁 １ ３ の 先 端 は 、 上 棚 ２ ６ に 当 接 す る 。 そ し て 、 こ の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ の 各 所 に 、 複
数 の ダ ボ 体 Ｐ ３ が 嵌 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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同 様 に し て 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ の 展 開 図 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｃ を 折 上 げ る こ
と に よ っ て 、 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に は 、 左 右 の 緩 衝 体 の 他 に パ ッ ト を 組 込 む 。 図 ２ ０ に 示 す パ ッ ト 段 ボ ー
ル ３ ０ ０ Ｐ Ｃ を 、 図 ２ １ に 示 す 略 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ へ と 折 り 上 げ 、 こ れ は 両 側
に 空 洞 を 有 す る 角 筒 状 の 袖 部 ４ ０ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
左 右 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ と 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ の 他 に 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ を 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に
組 込 ん だ 状 態 を 図 ２ ２ に 示 す 。 図 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 で 左 右 に 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ お
よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ が 位 置 付 け ら れ 、 こ れ ら の 間 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ を 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内
側 壁 に 凹 み を 向 け て 組 込 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
以 上 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 緩 衝 体 を 左 右 に 組 込 み 、 こ れ ら の 緩 衝 体 の 棚 部 へ 製 品
を 挿 嵌 す る 。 次 に 、 緩 衝 体 お よ び ダ ボ 体 に よ る 緩 衝 作 用 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 １ ８ か ら 判 る よ う に 、 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ｃ は 、 重 な り 合 う 内 壁 １ ７ と 側 壁 ４ ３ に 嵌 着
さ れ た ダ ボ 体 Ｐ ３ が 段 ボ ー ル 片 の 内 壁 １ ３ に よ っ て 被 装 さ れ る 。 こ の 場 合 、 フ ラ ッ プ １ ８
は 折 り 目 Ｒ を 介 し て 内 壁 １ １ の 下 に 隠 れ 、 フ ラ ッ プ １ ８ の 先 端 は ダ ボ 体 Ｐ ３ に 接 触 し な い
。 一 方 、 内 壁 １ １ の 先 端 の 半 円 弧 Ｔ が 天 井 ６ １ の ダ ボ 体 Ｐ ３ の 形 状 に 対 し て 逃 げ る の で 、
全 体 と し て 扁 平 と な る 。 こ れ ら の 理 由 で 、 フ ラ ッ プ １ ８ の 先 端 部 お よ び 内 壁 １ １ の 先 端 部
に よ っ て ダ ボ 体 Ｐ ３ が 傷 む こ と が 無 い 。 ま た 、 図 １ ９ か ら 判 る よ う に 、 天 井 ６ １ に 嵌 着 さ
れ た ダ ボ 体 Ｐ ３ が 段 ボ ー ル 片 の フ ラ ッ プ １ ８ に よ っ て 被 装 さ れ る の で 、 製 品 の 上 面 が ダ ボ
体 Ｐ ３ に よ り 擦 れ る こ と が 無 い 。 側 方 は 重 な り 合 う 内 壁 １ ７ と 側 壁 ４ ３ に 嵌 着 さ れ た ダ ボ
体 Ｐ ３ が 段 ボ ー ル 片 の 内 壁 １ ３ に よ っ て 被 装 さ れ る の で 、 製 品 の 前 後 方 向 面 が ダ ボ 体 Ｐ ３
に よ り 擦 れ る こ と が 無 い 。 こ れ と 直 角 方 向 の 他 の 側 方 は 側 壁 ４ ２ に 嵌 着 さ れ た ダ ボ 体 Ｐ ３
が 段 ボ ー ル 片 の 内 壁 １ １ に よ っ て 被 装 さ れ る の で 、 製 品 の 左 右 方 向 面 が ダ ボ 体 Ｐ ３ に よ っ
て 擦 れ る こ と が 無 い 。 従 っ て 、 製 品 ６ ０ ０ に 直 接 ダ ボ 体 Ｐ ３ の 凸 部 Ｐ Ｃ が 接 触 せ ず 、 製 品
６ ０ ０ の 上 面 、 左 右 面 お よ び 前 後 面 が ダ ボ 体 に よ っ て 擦 れ ず 、 傷 が 付 く こ と が 無 い 。 も ち
ろ ん 、 複 数 の ダ ボ 体 は 、 上 方 、 左 右 お よ び 前 後 方 向 か ら の 衝 撃 対 し て 製 品 を 保 護 す る 本 来
の 機 能 を 有 す る 。 以 上 の よ う な 、 ダ ボ 体 Ｐ に よ る 緩 衝 作 用 お よ び 製 品 表 面 に 対 す る 摺 れ 防
止 に 関 す る 事 項 に つ い て は 、 以 下 の 実 施 例 ４ 、 ５ に つ い て も 同 様 で あ る 。 即 ち 、 実 施 例 ４
、 ５ に つ い て も 、 製 品 ６ ０ ０ に 直 接 ダ ボ 体 Ｐ ３ の 凸 部 Ｐ Ｃ が 接 触 せ ず 、 製 品 ６ ０ ０ の 上 面
、 左 右 面 お よ び 前 後 面 が ダ ボ 体 に よ っ て 擦 れ ず 、 傷 が 付 く こ と が 無 い 。 も ち ろ ん 、 実 施 例
４ 、 ５ に つ い て も 、 複 数 の ダ ボ 体 は 、 上 方 、 左 右 お よ び 前 後 方 向 か ら の 衝 撃 対 し て 製 品 を
保 護 す る 本 来 の 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に は 、 左 右 の 緩 衝 体 の 他 に パ ッ ト を 組 込 む 。 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 コ の
字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ が 、 緩 衝 体 Ｃ と 緩 衝 体 ｃ の 間 で 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 壁 に 向 け て 組
込 ま れ る 。 こ の 場 合 、 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ の 凹 み と 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 壁 と の 間
に 空 間 が 形 成 さ れ る の で 、 こ の 箇 所 に 付 属 品 を 製 品 と は 区 分 け し て 詰 め 込 む こ と が 出 来 る
。 ま た 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ は 、 両 側 に 空 洞 を 有 す る 角 筒
状 の 袖 部 ４ ０ １ を 備 え て い る の で 、 こ の 左 右 の 袖 部 ４ ０ １ は 緩 衝 作 用 を 有 し 、 図 ２ ２ に お
け る 前 後 方 向 、 即 ち 製 品 ６ ０ ０ の 背 後 か ら の 衝 撃 に 対 し て 製 品 ６ ０ ０ を 保 護 す る 本 来 の 機
能 を 有 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ つ い て 、 図 ２ ３ ～ 図 ２ ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ２ ３ は 、 左
右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ で あ る 。 図 ２ ４ は 、 左 右 一
組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｄ で あ る 。 図 ２ ５ は 、 段 ボ ー ル １
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０ ０ Ｄ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ６ は 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の
斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ７ は 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ を 外 装 箱 ５ ０
０ に 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 実 施 例 の 実 施 例 １ と の 主 た る 相 違 点 は 、 天 井 部 の ダ ボ 体 に フ ラ ッ プ が 被 装 さ れ る と こ ろ
に あ る 。 以 下 、 実 施 例 １ と 相 違 す る 箇 所 に つ い て 主 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の 展 開 図 で あ る 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ に は 、 所 定 の 箇 所 に 折
り 目 を 設 け て あ り 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ は 、 左 右 方 向 の 折 り 目 に 沿 っ
て 、 上 下 方 向 に 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ 、 側 壁 部 ４ ０ お よ び 天 井 部 ６ ０ に 大 き く ４ 分
割 さ れ る 。 内 壁 部 １ ０ に お い て 、 左 右 方 向 の 折 り 目 Ｑ 、 Ｒ を 介 し て 上 か ら 内 壁 １ １ 、 １ ４
、 １ ５ を 備 え 、 内 壁 １ ５ の 中 央 部 は 左 右 の 切 れ 目 ｘ 、 ｘ と 下 の 切 れ 目 ｙ を 有 す る 。 内 壁 １
１ の 下 方 に 、 折 り 目 Ｑ を 介 し て フ ラ ッ プ １ ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ は 以 上 の 構 成 で あ っ て 、 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ を 嵌 め 込 む 嵌 合 孔 を 備 え 、 こ こ
で は 、 小 さ い ダ ボ 体 Ｐ ３ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ を 各 所 に 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
左 右 一 組 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ 、 ｄ は 以 上 の 構 成 で あ り 、 以 下 に 緩 衝 体 へ と 折 り 上 げ る 手 順
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の 展 開 図 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ を 、 折 り 目 Ｇ と こ れ に 連 続
す る 折 り 目 Ｎ の 部 位 か ら 、 こ れ ら よ り 上 方 の 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ の 一 部 を 一 体 と
し て 手 前 側 へ 被 せ る よ う に 折 り 曲 げ 、 重 ね る 。 次 い で 、 内 壁 １ ５ と 側 壁 １ ７ を 一 体 と し て
、 側 壁 ４ ２ と 側 壁 ４ ３ の 上 に ダ ボ 体 に よ っ て 嵌 着 さ せ 、 も し く は 糊 付 け 、 上 下 に ロ ッ ク 、
係 止 等 の 手 段 を 施 し て 重 着 す る 。 こ の 時 、 こ れ ら に 備 え る 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ の 位 置 が 自 動
的 に 重 な る 。 そ し て 、 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ の 夫 々 へ 、 ダ ボ 体 Ｐ ３ を 嵌 着 す る 。 段 ボ ー ル １ ０
０ Ｄ を 折 り 曲 げ て 全 体 が 扁 平 に な っ た 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ｄ を 図 ２ ５ に 斜 視 図 と し て 示 す
。 こ こ で 、 上 か ら 内 壁 １ １ が フ ラ ッ プ １ ９ に 重 な り 、 更 に 天 井 ６ １ に 重 な り 全 体 と し て ３
段 に な る 。 こ の 時 、 フ ラ ッ プ １ ９ は 折 り 目 Ｑ を 介 し て 折 れ 、 フ ラ ッ プ １ ９ の 先 端 が ダ ボ 体
Ｐ ３ に 接 触 し な い の で 、 ダ ボ 体 Ｐ ３ に 傷 ま な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 、 重 ね た 状 態 で 全 体 を 折 り 目 Ｂ 、 Ｇ 、 Ｆ 、 Ａ を 介 し て 手 前 に 折 り 曲 げ る と 、 上 棚 ２ １
、 側 棚 ２ ２ お よ び 底 棚 ２ ３ が 一 体 と な っ て 、 内 壁 １ ５ に 対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち
上 が る 。 同 時 に 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ お よ び 底 棚 ２ ８ が 一 体 と な っ て 、 側 壁 １ ７ に
対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち 上 が る 。 次 い で 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８
お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 を 図 の 左 側 へ 折 り 曲 げ る と 、 接 続 片 ２ ４ 、 ２ ５ が 折 り 目 Ｋ
、 Ｅ お よ び 中 の 折 り 目 Ｌ を 介 し て 、 く の 字 状 に 内 側 へ 折 れ 曲 が る 。 更 に 、 曲 げ 続 け る と 右
側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 が 直 立 し 、 図 ２ ６ に 示
す よ う に 、 全 体 が 略 Ｌ 字 状 で こ れ に 天 井 部 を 加 え た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ が 形 成 さ れ 、 左 側 の 上
棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２ ３ お よ び 側 壁 ４ ２ か ら な る 角 筒 体 に 対 し て 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、
側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 が 直 立 す る 。 こ こ で 、 段 ボ ー ル 片 の 内
壁 １ ３ の 先 端 は 、 上 棚 ２ ６ に 当 接 す る 。 そ し て 、 こ の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の 各 所 に 、 複 数 の ダ
ボ 体 Ｐ ３ が 嵌 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
同 様 に し て 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １
０ ０ ｄ を 折 上 げ る こ と に よ っ て 、 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
左 右 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ と 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ の 他 に 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ を 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に
組 込 ん だ 状 態 を 図 ２ ７ に 示 す 。 図 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 で 左 右 に 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ お
よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ が 位 置 付 け 、 こ れ ら の 間 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ を 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 壁
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に 向 け て 組 込 む 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
以 上 の よ う に 、 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 緩 衝 体 を 左 右 に 組 込 み 、 こ れ ら の 緩 衝 体 の 棚 部 へ 製 品
を 挿 嵌 す る 。 次 に 、 緩 衝 体 お よ び ダ ボ 体 に よ る 緩 衝 作 用 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
図 ２ ５ 、 ２ ６ か ら 判 る よ う に 、 重 な り 合 う 内 壁 １ ７ と 側 壁 ４ ３ に 嵌 着 さ れ た ダ ボ 体 Ｐ ３ は
段 ボ ー ル 片 の 内 壁 １ ３ に よ っ て 被 装 さ れ る 。 ま た 、 図 ２ ６ か ら 判 る よ う に 、 天 井 部 の ダ ボ
体 Ｐ ３ は 段 ボ ー ル 片 の フ ラ ッ プ １ ９ に よ っ て 被 装 さ れ 、 側 壁 ４ ２ の ダ ボ 体 Ｐ ３ は 内 壁 １ １
に よ っ て 被 装 さ れ る 。 従 っ て 、 製 品 ６ ０ ０ に 直 接 ダ ボ 体 Ｐ ３ の 先 端 部 の 凸 部 Ｐ Ｃ が 接 触 せ
ず 、 製 品 ６ ０ ０ が 擦 れ る こ と が 無 い 。 も ち ろ ん 、 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ３ に よ っ て 、 上 方 お よ び
左 右 方 向 に お い て 外 部 か ら の 衝 撃 対 し て 製 品 ６ ０ ０ を 保 護 す る 本 来 の 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に は 、 左 右 の 緩 衝 体 の 他 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ を 組 込 む 。 図 ２ ７ に 示 す よ
う に 、 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ が 、 緩 衝 体 Ｃ と 緩 衝 体 ｃ の 間 で 外 装 箱 ５ ０ ０ の 内 側 面
に 対 向 し て 組 込 ま れ る 。 こ の 場 合 、 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ の 凹 み と 外 装 箱 ５ ０ ０ の
内 側 壁 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ る の で 、 こ の 箇 所 に 付 属 品 を 詰 め 込 む こ と が 出 来 る 。 ま た
、 図 ２ １ で 説 明 し た よ う に 、 コ の 字 状 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ｃ は 、 両 側 に 空 洞 を 有 す る 角 筒 状
の 袖 部 ４ ０ １ を 備 え て い る の で 、 緩 衝 作 用 を 有 し 、 前 後 方 向 、 即 ち 製 品 の 後 側 か ら の 衝 撃
対 し て 製 品 ６ ０ ０ を 保 護 す る 本 来 の 機 能 を 有 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ つ い て 、 図 ２ ８ ～ 図 ３ ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ２ ８ は 、 左
右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ で あ る 。 図 ２ ９ は 、 左 右 一
組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｅ で あ る 。 図 ３ ０ は 、 段 ボ ー ル １
０ ０ Ｅ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ １ は 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の
斜 視 図 で あ る 。 図 ３ ２ は 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ を 外 装 箱 ５ ０
０ に 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
本 実 施 例 は 、 天 井 部 の ダ ボ 体 を 被 装 す る た め に 二 段 に 折 れ る フ ラ ッ プ を 設 け る と こ ろ に あ
る 。 以 下 、 実 施 例 １ と 相 違 す る 箇 所 に つ い て 主 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ に は 、
所 定 の 箇 所 に 折 り 目 を 設 け て あ り 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ は 、 左 右 方 向
の 折 り 目 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部 ２ ０ 、 側 壁 部 ４ ０ お よ び 天 井 部 ６
０ に 大 き く ４ 分 割 さ れ る 。 内 壁 部 １ ０ に お い て 、 左 右 方 向 の 折 り 目 Ｑ 、 Ｒ を 介 し て 上 か ら
内 壁 １ １ 、 １ ４ 、 １ ５ を 備 え 、 内 壁 １ ５ の 中 央 部 は 左 右 の 切 れ 目 ｖ 、 ｖ と 下 の 切 れ 目 ｚ を
有 す る 。 内 壁 １ １ の 下 方 に 、 折 り 目 Ｑ 、 Ｒ を 介 し て フ ラ ッ プ １ ８ ’ 、 １ ８ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ は 以 上 の 構 成 で あ っ て 、 各 所 に ダ ボ 体 Ｐ を 嵌 め 込 む 嵌 合 孔 を 備 え る 。 こ
こ で は 、 夫 々 側 壁 ４ １ に 大 き い ダ ボ 体 Ｐ １ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ １ を 個 備 え る 。 他 に 各 所 に 小 さ い
ダ ボ 体 Ｐ ３ 用 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ を 複 数 個 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
左 右 一 組 の 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ 、 ｅ お よ び ダ ボ 体 Ｐ は 以 上 の 構 成 で あ り 、 以 下 に 緩 衝 体 へ と
折 り 上 げ る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ を 、 折
り 目 Ｇ と こ れ に 連 続 す る 折 り 目 Ｎ の 部 位 か ら 、 こ れ ら よ り 上 方 の 内 壁 部 １ ０ 、 段 差 状 棚 部
２ ０ の 一 部 を 一 体 と し て 手 前 側 へ 折 り 曲 げ 、 被 せ る 。 次 い で 、 内 壁 １ ５ と 側 壁 １ ７ を 一 体
と し て 、 側 壁 ４ ２ と 側 壁 ４ ３ の 上 に ダ ボ 体 に よ っ て 嵌 着 さ せ 、 も し く は 糊 付 け 、 上 下 に ロ
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ッ ク 、 係 止 等 の 手 段 を 施 し て 重 ね る 。 こ の 時 、 こ れ ら に 備 え る 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ ３ の 位 置 が
自 動 的 に 重 な る 。 そ し て 、 嵌 合 孔 Ｈ １ へ ダ ボ 体 Ｐ １ を 嵌 着 す る と と も に 、 複 数 の 嵌 合 孔 Ｈ
３ の 夫 々 へ 、 ダ ボ 体 Ｐ ３ を 嵌 着 す る 。 こ の 全 体 が 扁 平 に 重 な っ た 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ｅ を
図 ３ ０ に 斜 視 図 と し て 示 す 。 こ こ で 、 上 か ら 内 壁 １ １ が フ ラ ッ プ １ ８ に 重 な り 、 更 に 天 井
６ １ に 重 な り 全 体 と し て ３ 段 に な る 。 そ し て 、 内 壁 １ １ の 先 端 の 半 円 弧 Ｔ が 天 井 ６ １ の ダ
ボ 体 Ｐ ３ の 形 状 に 対 し て 逃 げ る の で 、 全 体 と し て 扁 平 と な る 。 こ れ ら の 理 由 で 、 フ ラ ッ プ
１ ８ の 先 端 部 お よ び 内 壁 １ １ の 先 端 部 に よ っ て ダ ボ 体 Ｐ ３ が 傷 む よ う な こ と が 無 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
次 に 、 重 ね た 状 態 で 全 体 を 折 り 目 Ｂ 、 Ｇ 、 Ｆ 、 Ａ を 介 し て 手 前 に 折 り 曲 げ る と 、 上 棚 ２ １
、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２ ３ お よ び 側 壁 ４ ２ が 一 体 と な っ て 、 内 壁 １ ５ に 対 し 直 角 に な る ま で 角
筒 状 に 立 ち 上 が る 。 同 時 に 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ が 一 体
と な っ て 、 側 壁 １ ７ に 対 し 直 角 に な る ま で 角 筒 状 に 立 ち 上 が る 。 次 い で 、 折 り 目 Ｅ の 部 位
か ら 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７ 、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 を 図 の 左 側 へ 折
り 曲 げ る と 、 接 続 片 ２ ４ 、 ２ ５ が 折 り 目 Ｋ 、 Ｅ お よ び 中 の 折 り 目 Ｌ を 介 し て 、 く の 字 状 に
内 側 へ 折 れ 曲 が る 。 更 に 、 曲 げ 続 け る と 図 ３ １ に 示 す よ う に 、 右 側 の 上 棚 ２ ６ 、 側 棚 ２ ７
、 底 棚 ２ ８ お よ び 側 壁 ４ ３ か ら な る 角 筒 体 は 、 上 棚 ２ １ 、 側 棚 ２ ２ 、 底 棚 ２ ３ お よ び 側 壁
４ ２ か ら な る 角 筒 体 に 対 し て 直 立 す る 。 全 体 が 略 Ｌ 字 状 で 、 こ れ に 天 井 部 を 加 え た 緩 衝 体
２ ０ ０ Ｅ が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 内 壁 １ ３ の 先 端 は 、 上 棚 ２ ６ に 当 接 す る 。 そ し て 、 こ の
緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 各 所 に 、 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ３ お よ び 側 壁 ４ １ に ダ ボ 体 Ｐ １ が 嵌 着 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
同 様 に し て 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ の 展 開 図 で あ る 略 矩 形 状 を し た 段 ボ ー ル １
０ ０ ｅ を 折 上 げ る こ と に よ っ て 、 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
左 右 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ と 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ を 外 装 箱 ５ ０ ０ の 中 に 組 込 ん だ 状 態 を 図 ３ ２ に 示
し 、 こ れ ら の 緩 衝 体 の 棚 部 へ 製 品 を 装 着 す る 。 次 に 、 緩 衝 体 お よ び ダ ボ 体 に よ る 緩 衝 作 用
に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ か ら 判 る よ う に 、 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ に お け る 側 壁 ４ ３ の ダ ボ 体 Ｐ ３ が 段
ボ ー ル 片 の 内 壁 １ ３ に よ っ て 被 装 さ れ る 。 ま た 、 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 天 井 部 の ダ ボ 体 Ｐ ３ が
段 ボ ー ル 片 の フ ラ ッ プ １ ８ に よ っ て 被 装 さ れ る 。 従 っ て 、 製 品 ６ ０ ０ に ダ ボ 体 Ｐ ３ の 凸 部
Ｐ Ｃ が 接 触 せ ず 、 製 品 ６ ０ ０ の 表 面 が 擦 れ る こ と が 無 い 。 も ち ろ ん 、 複 数 の ダ ボ 体 Ｐ ３ は
、 上 方 お よ び 左 右 方 向 か ら の 衝 撃 に 対 し て 製 品 ６ ０ ０ を 保 護 す る 本 来 の 機 能 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 使 用 す る 大 中 小 ３ 種 類 の ダ ボ 体 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 展 開 図 で 、 段 ボ
ー ル １ ０ ０ Ａ で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ａ で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 、 パ ッ ト ４ ０ ０ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル ３ ０ ０ Ｐ Ａ で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ａ を 折 り 上 げ た 中 間 折 畳 み 体 １ ０ ５ Ａ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 、 更 に 折 上 げ 途 中 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込 ん
だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込 み
、 更 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ を 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ａ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ａ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込
み 、 更 に 他 の 態 様 の パ ッ ト ４ ０ ０ Ｐ Ａ ２ を 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 上 、 外 装 箱 に 製 品 を 梱 包 し た 状 態 の 断 面 図 を 示 す 。
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【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 展 開 図 で 、 段
ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｂ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｂ で あ る
。
【 図 １ ４ 】 同 上 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｂ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 同 上 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ の 展 開 図 で 、 段
ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ で あ る 。
【 図 １ ７ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｃ で あ る
。
【 図 １ ８ 】 同 上 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｃ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 同 上 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｂ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 同 上 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｃ の 展 開 図 で 、 パ ッ ト の 段 ボ ー ル ３ ０ ０ Ｃ で あ る 。
【 図 ２ １ 】 同 上 、 パ ッ ト ４ ０ ０ Ｃ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｃ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｃ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込
み 、 更 に パ ッ ト ４ ０ ０ Ｃ を 組 込 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の 展 開 図 で 、 段
ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｄ で あ る
。
【 図 ２ ５ 】 同 上 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｄ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 同 上 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｄ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｄ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込
ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に お け る 、 左 右 一 組 の 一 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 展 開 図 で 、 段
ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 他 方 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ の 展 開 図 で 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ ｅ で あ る
。
【 図 ３ ０ 】 同 上 、 段 ボ ー ル １ ０ ０ Ｅ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 同 上 、 折 り 上 げ 完 了 し た 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 同 上 、 左 右 一 組 の 緩 衝 体 ２ ０ ０ Ｅ お よ び 緩 衝 体 ２ ０ ０ ｅ を 外 装 箱 ５ ０ ０ に 組 込
ん だ 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
１ ０ ０ Ａ 、 ａ 、 Ｂ 、 ｂ 、 Ｃ 、 ｃ 、 Ｄ 、 ｄ 、 Ｅ 、 ｅ （ １ ０ ０ ） 　 段 ボ ー ル
１ ０ ５ Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ 　 中 間 折 畳 み 体
２ ０ ０ Ａ 、 ａ 、 Ｂ 、 ｂ 、 Ｃ 、 ｃ 、 Ｄ 、 ｄ 、 Ｅ 、 ｅ （ ２ ０ ０ ） 　 緩 衝 体
３ ０ ０ Ｐ Ａ ２ 、 Ｐ Ｃ （ ３ ０ ０ ） 　 パ ッ ト 段 ボ ー ル
４ ０ ０ Ｐ Ａ 、 Ｐ Ａ ２ 、 Ｐ Ｃ （ ４ ０ ０ ） 　 パ ッ ト 、 ４ ０ １ 　 袖 部
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